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「関越」「北陸」両自動車道は,すでに一部が開通し,また「上越新幹線」

もⅡ月開業が決定し,新潟県内も高速交通化時代に入ったと云え,両自道車

道の全線開通が期待されているところである。

本報告書は,関越自動車道建設に伴い日本道路公団の委託を受け,昭和郭

年・56年度にわたって新潟県教育委員会が調査主体となって実施した瓜ケ沢

遺跡・滝沢の塚・七久保遺跡・苗場山城跡の発掘調査記録である。

殊に瓜ケ沢遺跡では先士器時代・縄文時代の遺物・遺構が確認、され,また

滝沢の塚は近世の士壇跡であることが判明し,貴重な成果をおさめることが

できた。本調査の成果が今後の研究の一助となれば幸いである。

最後に,本調査に参加された調査員をはじめ,多大な御協力・御援助をい

ただいた堀之内町教育委員会・大和町教育委員会・作業に従事された地元有

志の方々,また計画・調査実施にわたり種々の御配慮をいただいた日本道路

公団新潟建設局・同小出工事事務所の各位に対し,ここに深く謝意を表する

次第である。

序

昭和60年3月

新潟県教育委員会

教育長久 間健 二



1.本報告書は関越自動車道建設に係る埋蔵文化財包蔵地のうち,昭和55年・56年

度に日本道路公団から新潟県が委託を受け,県教育委員会が発掘調査を実施した

四遺跡の発掘調査記録である。

2.本報告書で掲載したものは,瓜ケ沢遺跡(北負、沼郡堀之内町根小屋字瓜ケ沢)

滝沢の塚(0)・七久保遺跡(南魚沼郡大和町大崎字七久保)・苗場山城跡(南負、沼

郡大和町大崎字堂平)であり,この順序で掲載した。

3.発掘・整理等一連の作業は県教育庁文化行政課埋蔵文化財係職員が行った。

4.発掘調査によって得られた遺物は一括して県教育委員会が保管している。

5.本報告書の執筆は瓜ケ沢遺跡の第1章を高橋保,第Ⅱ・Ⅲ章を佐藤雅一が,滝

沢の塚は田辺早苗が,七久保遺跡は佐藤雅一が,また苗場山城跡は中島栄一がそ

れぞれ担当し,藤巻正信がこれを編集した。なお,本報告書は昭和56年度中に脱

稿したものである。

6.発掘調査の実施にあたり,参加者各位ならびに堀之内町・大和町から御支援と

御協力を賜わった。また,日本道路公団新潟建設局からは種々の御協力をいただ

いた。記して感謝の意を表したい。

フ.発掘調査から本書の作成に至るまで,下記の諸氏から種々のご指導.ご助言を

賜わった。記して感謝の意を表したい。(敬称略五十音順)
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池田亨コ'

鈴木俊成

八木次男
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山中一郎

井上慶隆

竹石健二

渡辺好夫

大関正夫

寺崎裕助

大平昭二

富樫雅彦

小出高校歴史研究会

星野洋二星野芳郎

桜井準也

呂 1皿
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瓜 ケ 跡



昭和46年度に実施した北1堕・閧越自動車道にかかる分布調査で,小出・堀之内・川口地区

担当の星野芳郎は,当遺跡を「寺村」遺跡として報告しており,縄文時代中期の遺跡で,石

器・士器が表採できるとした。また昭和53年度に県教育委員会が実施した北魚沼郡遺跡詳細

分布調査でも,数片の遺物が表採され,この時の調査で遺跡名は小字名をとって「瓜ケ沢」

に変更された。

昭和54年3月に日本道路公団から発掘調査工程表の提出とともに,権現平(本村),瓜ケ

沢(寺村)両遺跡の発掘調査を昭和55年6月にとの要望があり,また,同年10月の対公団と

の協議で,権現平遺跡は,昭和55年4月~6月に,瓜ケ沢遺跡は,同年9月~Ⅱ月に実施し

てほしい旨重ねて要請があった。引き続いて,同公団から昭和54年Ⅱ月9日付け新建総総第

867号で,昭和55年度埋蔵文化財の発掘調査依頼が提出された。

昭和55年に入り年問計画を立案したが,懸案の小千谷市城の腰遺跡の発掘嗣査を急K、ため,

両遺跡とも10月からということで合意に達し,まず確認、調査から実施することとなった。し

かし,天候不順もあり,権現平遺跡の調査は終了したものの,瓜ケ沢遺跡の調査は範開硫認

にとどまり,本開査は来年度に持ち越しとなった

昭和56年1月16日付け新建総総第25号で昭和56年度の埋蔵文化財発掘調査依頼があり,こ

れを受けて,昭和56年4月10日にヌ、j公団との協議が行われ,雪解け後,早い段階での調査実

施希望があり,昭和56年6月~ 7月に実施することとなった。

なお,郭年度調査中に,両遺跡の間の細尾根に,濠らしいものが存在していたため,地形

測量及び試掘調査を行ったが,その結果塚状遺構であることが判明し,調査の必要があると

の見解に至り,瓜ケ沢遺跡と合わせて実施することとした。また,この塚は半分が法線外で

あったが,性格求明のために,土地所有者である渡辺好夫氏の承諾を得て,全掘調査するこ

ととした。調査体制は以下のとおりである

第2次調査体制(昭和56年度)第1次調査体制(昭和弱年度)

嗣査主体新潟県教育委員会(教育長久開健調査主体新潟県教育委員会(教育長久問健二)
総括県教育庁文化行政課長南義昌総括県教育庁文化行政課長南義昌

課長補佐石U、1欣弥管理課長補佐石山欣弥智理 0

副参事近藤信夫庶務副参事近藤信夫庶務
主事獅子1111聳主事獅子山隆

伊藤利子0 伊藤和子 ^

川!戯文イヒ1"川モ蔵文イヒ財 金子拓男導金子拓男ムホ 1系長県

高橋保芸
1!i.

学芸員斉藤基生調査担当調査担当
臥'"ケn勺イT 川 田辺早畄0 高橋保調査員調査員 U

坂井秀弥託佐藤雅一調査員 嘱0 U

0 佐藤雅一教諭池田亨 0

澗尺健=郎県文化財保護指導委員鬮尺健三郎

嘱託原専久男小出町文化財室嘱託原喜久男

発掘調査に至る経緯

嘱

県立六日町高等学校

県文化財保護指導委員

小出町文化財室
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瓜ケ沢遺跡は,北魚沼郡堀之内町大字根小屋字瓜ケ沢3051番地他に所在する佛1図)。堀

之内町は新潟県の南部に位置し,切り花の生産地として知られている。市街地は,負、沼丘陵

を南北に切る魚野川の左岸に発達している。町周辺の地形を概観すると,北側には魚沼丘陵

の東麓をなす広神丘陵が存在し,ところどころに浸食の進人だ根小屋・小平尾台地などの段
了'ワ'」レプ

丘面が破間川に面している。南西側は,高山(482.7m)を主峰とする南部魚沼丘陵内を北流

する田河川沿いに数段の段丘が発達している。市街地の東側と南方には,破間川,魚野川を

挟人で唐松山,その南に続く権現堂山地と,その背後の駒ケ岳,巻機山,谷川連峰などがー

続きの山脈を構成している。

破間川と魚野川は,前述した山脈の山麓沿いを北と南から直線的に流れ,堀之内町東隣の

小出町で東から流れてくる羽根川,佐梨川と合流し,西へ大きく向きを変え魚沼丘陵を切っ
サゲリ

て川口町で信濃川に合流している。魚野川は,谷川連峰を水源とし大源太川,三国川などの

支流を集めて北流するが,六日町盆地の八色原扇状地に代表される数多くの扇状地が両岸に

発達している。破間川は,守門岳,浅草岳の古い火山の間に源をもち,右岸に小規模な段丘

を構成して南流している。

遺跡は広神丘陵の南端に位置し,魚野川に面した小規模な段丘上に立地している。段丘は

GTV面(鈴木 197フ),舟岡山面(新潟平野団体研究グループ 1967)と対比され,南西へ舌状

に張り出している。魚野川からの比高は約55mで,背後の丘陵とは急、斜面をもって境されて

いる。段丘の東西両側には小規模な沢が入り込み,最奥部には湧水が存在する。

本地域には,数多くの遺跡が分布し,戦前から調査(斉藤 1973)が行われている。戦後

には,月岡遺跡仲村他 1975),上の原遺跡(池田 1979),原・居平遺跡(池田 1981)等の

発掘調査及び分布調査(尾野他 1968・1969)がある。
CⅡ:)

第1図の2は縄文中期前半の好資料が出土している清水上遺跡,7は阿玉台・勝板式等の

搬入土器及び磨製石鉄が出土している長者林遺跡である。Ⅱは,旧石器時代第Ⅲ文化期の細

石刃・細石刃核の出土で有名な月岡遺跡仲村他 1975)であるが,縄文中期の卵形の住居

跡に伴って,火焔様式の士器が出士している。10は中期後半が主体を占めている居平遺跡で,

埋甕の好資料を得ている。14は搬入品と考えられる勝板式の資料を出士している柳平遺跡で

ある。以上が代表的な遺跡である。これらの遺跡の周辺にも数多くの遺跡が分布しており,

特に広大な田河川台地に数多くの遺跡が集中していることが注目される。

C主)県教育委員会により,1981年に発掘調査が実施された。

Ⅱ周辺の地形と遺跡
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1.

A 調査方法

1 発掘調査対象範囲は,昭和55年度の第1次調査結果をもとに決定した。範囲は, Eラ

インより先端部とし,それより山側は,状況により重機による遺構確認、を行うこととした。

2 グリッドの設定は,日本道路公団測量の中心杭(STANO.60+60)を原点とし,それ

と他の中心、1亢(STANO.60+4のの 2点間を通す直線と,これに直交する直線を座標軸とした。

3 座標軸をもとに,10m を大グリ、,ドとし,北から南へA~K,東から西へ 1 ~ 9 の記

号を付し,この10×10mグリ"ドをさらに 2 × 2 mに25等分し,北西隅から南東隅へ 1 ~25

の番号を付し,小グリッドとした。グリ・"ド表示は 1 -A住)のようになる。

4 遺構が検出された場合,すべて大グリ、,ド内で遺構別にまとめ,整理段階で遺構別に

連続ナンバーを付した。

B日誌抄

第 1 次発掘調査昭和55年10月27日~11月22日

10月27日~29日発掘調査開始。大グリ、,ド毎に表面採集を実施した結果遺物なし。原則として大グ

り、,ド内の(5 -10)(16 ・ 21)を 2 m X 4 mのちどり状に人力により試掘を行った。

H月4日~8日遺跡全体の試掘は大半力珠冬rした。その結果A~E区までは全く遺物が出土しな

いことが判明した。その成果を踏まえて,3 ・ 4 -E ・ Fと台地先端に拡張区を設定して試掘を行う

Ⅱ月17日~22日 3 -G円陀中心とする範囲に主柱穴6本が亀甲状に巡る住居跡が検出された。 8

1(3)から楕円形土城が検出され,縄文土器・石錐が出士した。

第1次訓査の結果,発掘調査必要範囲は, Eライン以下であることが判明した。

第2次発掘調査昭利56年6月8日~ 7月4日

6月8日~13日発掘調査開始。 2 - Fでチ,、,ピングトゥールと礫を地山直上から検出。硫ニヲ面を

精査し,その他の遺物・炭化粒の検出にっとめたが皆無であった。地1.U直上の礫集中部が礫群であるか

どぅか,サプトレンチを設定して下層との関係を調査した。その結果,礫は下層の段斤礫層と一連のも

のであり,従って,チョッピングトゥールは単独に出土したことが判明した。また4 -G⑰からは径約

Imの円形士城が検出され,縄文時代中期前半の士器が出土した。先土器時代遺物包含層追求のため,

E ライン以南の大グリ"ド内をちどり状(4 m X 4 m)に試掘を行うことにした

6月16日~19日 6 ・フ-1・ J 付近から柱穴群を検出。 5 -Gから昨年検出された住居跡と同様の

配列を示す柱穴が検出された。 5 ・6 -G から断面がV字の溝状遺構か'3基検出された。

6月22日~27日 7 -H ・ Gでも配列が犯甲状を呈する柱穴が2 グループ検出され,これらの台地先

端に存在する4棟の住居跡には規格性があると判断した。フ-GからV字升牙織状遺構が1基検出され,

これらV字形i蒜状遺構にっいても,ほと人ど長軸方向が定していることから,規格性のある一連の遺

構と判断した0 7 -G⑳検出の耕作に伴う根切り灘中からナイフ形石器が出土した。その周辺付近でも

調査概要

Ⅲ瓜ケ沢遺跡
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構

台地先端に住居跡4棟・土墳5基・ V字形溝状遺構4基・柱穴群が確三忍された佛5ⅨD。

A 住居跡(第6 図,図版3 ・ 4)

住居跡は,柱穴の配列・柱穴内稜士・検出状況等に共通性が認められる。 4棟はともに,

6基の柱穴が亀甲状に巡り,このうち4基が方形を構成し,残る2基は向いあう2辺の外に

対称的に存在する。この外側の2基を結ぶ線を住居の主軸と仮称する。これらの柱穴にはす
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べて黒褐色士が流入していたが,住居跡の上には直接耕作士が堆積しており,壁も検出され

なかった。床面は明らかでないが,第3号住居跡では炉跡と思われる焼士が確認、されており,

焼士面が床面であると考えるのが妥当と思われるしかし,他の地山面と硬度において異る

ところはない。他の住居跡では床面を確認、することはできず,耕作によって削平されたもの

と思われるが,ここでは便宜上,柱穴確認面を床面として説明を進める。

1号住居跡 3 - F (24・25),3 -G (4 ・ 5 ・ 9 ・1のに位置する。柱穴の配列のうち,

住居の主軸は東西方向で約380cm,方形の一辺は紗ル60cmを測る。柱穴は径22~23Cm,深さ約

40cmを測る。周溝・炉は確認できず,床面は西へ緩く傾いている。遺物は全く出士していな

し)

2号住居跡 5 -G (11・12・16 ・17・21・22),6 -G (15・20)に位置する住居の主軸は

北東一南西方向で約370cm,方形の一辺は約260cmを測る。柱穴は径22~32Cm,深さ約40cmを

測る。そのうち,南隅の柱穴は3号V字形溝状遺構と重複しているが,切り合い関係は不明

である。周溝・炉は確認できず,床面はほぼ乎卵である。出土遺物は皆無である。

3号住居跡 7 -H (8 ・ 9 ・13~15・18~20)に位置する。住居の主軸はほほ南北方向で約

40ocm,方形の一辺は約255Cmを測る。柱穴は径22~32飢,深さ28~38Cmを測る。周1蒜は確認

できなかったが,床面中央部が加熱を受け赤褐色に変色し炭化粒が存在しているため,炉の

可能'性が強い。 P3 から縄文土器片・剥片(第Ⅱ

1(3)8

＼
十

区15 ・10 ・1D が出士した。

4号住居跡 7 -G (21・ 22),フ-H (1 ・ 2 ・

6・フ)に位置する。住居の主軸は東西方向で,

約330cm,方形の一辺は約270cmを測る。柱穴は径

30~40cm,深さ13~20cmを測る。周溝・炉は確認

できず,床面はほぼ平佃である。遺物の出士は皆

4

1号士墳実測図

10om

1;炭化粒土
2;焼土十暗褐色土
3;炭化粒十暗褐色土

4;焼土十炭化粒+暗褐色土

a
●^

4 3

1

3

第7図

墳(第 7 ・ 8 図,図版 5 ・ 6 )B士

1 号士墳 8 -1(3)に位置する。形状は直径

150師程の不整円形を呈し,遺構確認、面からの深

さは22Cmを測り,断面は皿状を示し,やや急、傾斜

に立ち上がる。壁・基底部は明瞭である。覆土は

1~4層に区別でき,レンズ状を呈することから,

自然堆積であると判断される。1層は炭化粒の単

純層であるが,2 ~4層は暗褐色士を基本とし,

焼士・炭化粒の含有量の多少によって細別したも

゛

0
1

十
b
.

b.

十



のである。 3層から縄文士器・石錐(第Ⅱ

図 3 ・フ)が出士している。これらの遺物

の特徴から,本土墳は縄文時代晩期に埋没

したと考えられる。

2号士墳 4-G⑰に位置する。形状は

直径10ocm程の不整円形を呈し,遺構確認

面からの深さは約18Cmを測拘,断面は皿状

を示す。壁・基底部は明瞭であったが,基

底部付近には凸凹が認、められた。覆士は暗

褐色士を基本として,黄褐色土粒・炭化粒

の粒子の大小・含有量の多少によって1

3層に細別したものであり,基本的には同

層と考えられる。基底部直上(2卿と

基底部上10cm (1層)から出士した土器は

同一個体で,底部を除きほほ完形であった

(第11Ⅸ1)。この士器から,本士壊は縄文時

代中期前半と判断される。

十
4-G(17)

.b

<)

1々、

3号土墳 3 -H (1D ,4 - H (15)に位置する。升列犬は楕円形を呈し,南東端は耕作に

伴う根切溝でこわされていた。長径220cm (推定),短径110cm,深さ30cmを測る。遺物は出

土していない。

4号土墳 6 -1(17・18)に位置する。形状は楕円形を呈し,長径80cm,短径70師,深さ

30cmを測る。遺物は出士していない。

5号土墳 6 - J (6)に位置する。形状はほぼ円形を呈し,長径80cm,短径70cm,深さ20cm

を測る。遺物は出士していない。
(註)

C V字形溝状遺構佛9図,図版 5~9)

本遺構の形状は,平面形が溝状,短軸の断面がV字形を呈する。壁・基底部は明瞭で,ほ

ぼ垂直に立ちあがる。覆士は基本的には四層に区別でき,レンズ状を呈することから自然堆

積と判断される。 1層は暗赤褐色土,2層は暗褐色士,3層は黄褐色土十暗褐色土,4層は

粘性の高い暗灰色士である。出士遺物は皆無であるため,帰属年代は不詳である。また長軸.

一

盲

十

十

●a

1;黄褐色土粒十炭化粒(2~3脚)+暗褐色土
2 ;黄褐色土粒+炭化粒(2~5mm)+暗褐色土
3 ;黄褐色土プロ・ソク十炭化粒X1肌)+暗褐色士

0 10om

a

十

2
^

第8図 2号士塘実測図

3

直^●

この遺構は,形状から「V字状溝状遺構」 r溝状土城」と呼称されていたが,近年これら

の検討が行われ,機能的性格を表わした「T (トラ、,プ)ビソト」「陥し穴状遺構」とい

う名称が使われるようになった。しかし,本県には類例が少ないため,積極的に機能的性格

を表わした名称を使わずに,形状にそった rV字形溝状遺構』の名称を使った。



一

.b

a.

フ- G (20)

茶褐色土
'.茶褐色士十炭化粒

2.暗褐色土

'イ
才.暗褐色土十炭化粒
3.黄褐色土十暗灰色士
4.*占性の高い暗灰色土

4喝

第1号V字形溝状遺構

十

＼.b

一

^

・b

5G (22)

1.茶ネ昌色土
2' 2.暗褐色士+炭化粒(5~6柳)

2
才.暗褐色土+炭化粒(5~6伽

+黄褐色土十暗褐色土
3 3.黄褐色土十暗褐色土

4 4.*占性の高い暗灰色士

第3号V字形溝状遺構

一

6-G (20)

^●^

a

a.

茶褐色土
暗褐色土+炭化粒(5~6脚)
暗褐色土+黄白色粘士粒十炭化粒(1肌)
*占性の高い暗灰色土

第2号V字形溝状遺構

2

十

1

5-G(25)

^●^

第9図 V字形溝状遺構実測図

茶褐色士
暗褐色土十炭化粒(5~6間)
黄褐色土十暗褐色土
*占性の高い暗灰色土
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第4号V字形溝状遺構
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短軸の測定は,開口部と底部の2ケ所を測定し,底部の計測値は()内に表示した。

1号V字形溝状遺構 7 -G a5・20)に位置する。長軸214 (188) cm,短軸48 (24) cm,遺

構確認面からの深さは70cmを測る。長軸は, N-28゜-Eの方位を示し,台地斜面にほぼ

平行する。

2号V字形満状遺構 6 -G (15・20)に位置する。長軸260 (254) cm,短軸40 aの Cm,遺

構確認面からの深さは認Cmを測る。長軸基底部の北東側が快りこまれており,袋状を呈する。,

長軸はN-45゜-Eの方位を示し,台地斜面にほぼ平行する。

3号V字形溝状遺構 5 - G (17・22),5 - H (2)に位置する。長軸298 (26の Cm,短軸

26 (12)師,遺構確認面からの深さは88Cmを測る。上面プランはやや不整形であるが,崩壊

によるものと考えられる。長軸はN-50゜-Eの方位を示し,台地斜面にほぼ平行する。

2号住居跡と重複しているが,切り合い関係は不明である。

4 号V字形溝状遺構 5 - G (25),5 - H (5)に位置する。長軸204 (188) cm,短軸34 (6) cm,

遺構確認面からの深さは90cmを測る。長軸はN-78゜-Eの方位を尓し,台地斜面にほぼ平

行する。

D 柱穴集中ブロック(第10図)

フ-1 (Ⅱ~25)・フ- J (1~ 5)に,17基のピットが集中して存在する。ほと人どの覆

土は黒色士であり,1~4号住居跡
(14)

◎、'◎.
゛

柱穴の覆士に近似することから柱穴

◎と考えられる。ピヅト14の基底部か

らは径20cmほどの偏平円礫が柱穴壁 0 ◎
+

に立てかけられたような状態で検出

されている。ほかに同様の柱穴は発

見されなかった。検出された17基の
◎P6 ◎

柱穴の配列について現地及ぴ机上で
十

検討を重ねたが,関連性をつかむこ

とはできなかった。

[^ 1
50 100 、1、 6町

命
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◎
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第10図柱穴群実測図
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4.

A 縄文時代(第11図,図版10・11)

1は2号土壊から出土した深鉢である。器形は口唇部が内傾し,口縁部は内灣する平口縁

である。頸部はくびれており,胴部は緩やかに張り出している。口径15.5Cm,頸割野丕13.4師,

胴部最大径16.7Cmを測り,現高21Cmで底部を欠失している。胎士に0.2~0.4Cm前後の小礫を

混入する。焼成は良く,色調は淡黄褐色を基調とし,部分的に黒斑や二次焼成による赤変を

認めることができる。部分的ではあるが口縁部・胴部に炭化物が付着している。

文様は,口縁部文様帯と胴部分様帯に分かれ,さらにそれぞれ上部と下部に分かれる。ロ

縁部文様帯の上部は4単位の構成で,口縁から垂下する逆曲玉状突起と横位の半裁竹管文で

区画される。その帯状の区画内は,基本的には上部に三角形沈刻文を施しており,部分的に

は上・下部両方に沈刻して,山形状あるいは亀甲状を呈している。亀甲状を呈する部分の中

央には,円形の刺突が施されている下部は研磨され,無文帯となっている。胴部文様帯の

上部も,基本的には口縁部文様帯上部の文様と同一であるが,縦位区画はなされず,横位に

一周する。胴下部には RLR の縄文を施している。

また,その整形及ぴ施文の方法と順序は,以下のように認、められる

胴部文様帯口縁部文様帯

1縄文RLR を横位に施文。1突起貼り付け。

2上下3本の半戡竹管文を左から右へ横引き。2突起に沿って左側から渦巻状に半戡竹管文

3 区画内に 2 本 1紕(φ和.18Cmチ呈)の櫛歯状を施文。

施文具による沈線を縦力向に施文3口縁直下及び下位の2本1組の半裁竹管文

4区画内に=角形沈刻文を施文を左から右へ横引き(突起問で終始)。

4 区画内に 2本 1組(幅0.18Cm程)の櫛歯状

施文具による沈線を縦方向に施文

5区画内に三角形沈刻文及び亀甲状の中央に

直径0.2Cmの棒状施文具による刺突文施文。

図版Ⅱの突起接合面の観察から,これらの文様施文以前に文様構成の割り付けがなされてい

たことか'うかがえる。

内面は篦状工具によって,口縁部・1洞部上半は横方向に,胴部下半は縦方向に幅0.2卯科

で磨かれている。特に炯部上半は丁寧に行われている。また,頸部には長刺10.7Cm,知,帥0.5Cm

程の指頭によると考えられる圧痕がある。

2 ・3 は 1号士塘出土で深鉢形土器の同一個体胴部破片である。胎士に0.2~0.7Cmの小礫

を多く混入し,焼成は良く,色調は淡黄色を基調とする。外面は LR の縄文が施文され,

部にあやくり文が認められる。内面は篦状工具によって幅0.7伽程で縦方向に調整されてい

出士遺物
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る。

4 は 3号住居跡ピット3 出士で深鉢形士器の破片である。胎士に0.1Cm程の白色砂粒を含

み,焼成は良く,色調は暗褐色を基調とする外面は LR の縄文を施文し,内面は箆状、〔貝

によって縦方向に調整されている。

5 は 4 -F (6)出土で深鉢形士器の胴部破片である。胎士に0.1卯程の白色砂粒を含み,

焼成は良く,色調は灰褐色を基調としている,外面は RLの縄文を縦・横方向に転がして羽

状文的に施文している。内面は横方向の擦痕力靖忍められる。

6 は3 -F出土で深鉢形士器の口縁部破片である。胎土に0.1~0.2Cm程度の細拓少粒を含み,

焼成は良く,色調は赤褐色を基調とする。口縁は平縁である外面には RLの縄文を縦・横,

に転がして羽状文的に施文している。内面はかすかに横方向の擦痕が認、められる。

7 は 1号士城出土の石錐である。長さ3.3Cm,最大幅1.5Cmを測る。チャートを原材とする

が,素材の詳細は不明である。正面に原面を多く残し先端部のみを意図的に細長く加工して

いる。

8 は 8 - H (23)から出士した石錐である。長さ2.9Cm,最大幅2.4Cmを測る。玉髄を原材

とし,不定形剥片を素材として破片の一端に細部調整剥雜を施している

9 は 6 -G a2)からの出土で打製石斧もしくは叩き石と考えられるものである。長さ

13.7Cm,基部1幅4.5Cm,厚さ2.5Cmを測る。粘板岩を原材とし,素材は肩平礫を使用している。

調整加工は側縁から基部にかけて,大振りな加工とともにつぶれを認めることができる。

10・11は 3号住居跡ピット3 からの出土で,チャートの伺一母岩剥片である。 10は剥雜面

打面から剥離された剥片で,長さ2.7Cm,最大幅2.1Cmを測る。右側縁に折損面があり,左側

縁にりタッチカ靖忍められる。 11は長さ2.5Cm,最大幅3.ocmを測り,原面打面を有する。

12は 7 -1 (9)出士の剥片で,長さ4.ocm,最大幅1.4Cmを測る。剥離面打面を有し,主

剥雜面がその打面からのフルーティング状の剥雜によって切られている。正面右倶俳象にり

タッチが認められる。

13は 7 - H (17)出士の剥片であり,長さ4.7Cm,最大幅4.6Cmを測川,頁岩を原材とする。

剥離面打面を有し,打面の90度転置を認める資料である。左肩部にりタッチが認、められる。

14は 7 - G (3)出土の剥片で,長さ5.8Cm,最大幅5.8Cmを測り,頁岩を原材とする。原

面打面を有し,左肩部にりタッチが認、められる。

15は 3 - F出土の剥片で,長さ6.6Cm,最大幅7.2Cmの横長剥片である。流紋岩を原材とし

て,剥籬面打面から製作されたものである。正面右側縁には多くの原面を有し,左側縁には

リタ・,チを認めることができる。

B 先士器時代(第12・13図,図版12・13)

1は頁岩製のナイフ形石器の基部破片で,現存長2.3Cm,最大幅1.6Cm,厚さ0.7Cmを測る0



石器主軸が一致せず,約郭度ずれている。裏面と表面の一次剥雜面を観察すると,素材は基

本として石器基部方向からの剥片剥雜によっている。しかし,表血右側縁に約90度剥雜方向
(,1.1 )

の異なる剥離面がある。両側縁は極厚形細部調整を施し,形を整えるとともに打面除去を行っ
イ'上 2 )

ている。基部は薄形細部調整によって平扣になっている。

2 は頁岩製のナイフ形石器の基部破片で,現存長1.6Cm,最大幅1.5Cm,厚さ0.5Cmを測る。

石器主軸と素材主軸はほぼ致しており,石器主軸に対して表面の剥離方向がほぼ直交する

剥離が行われている。表面両側縁は極厚形細部調整を施し,尖頭形の基部に形を整えるとと

もに打面除去を行っている。裏面右側妹及は,薄形細部調整が施されている。

伝主1) 70度以上の打撃角を示す細部調整であり,背部整形を目的とする刃つぶし,器形整形を目的

とする切りとりなどに利用される(赤澤威小田静夫山中鄭 198の。

(註2) 25度から55度の打繋角を示す細部調整である(赤澤威小田静夫山中郎 1980)
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3 は頁岩製の剥片で,現存長3.5師,最大幅6.0伽,厚さ0.9mを測る。多面調整打面から

剥ぎ出されており,表面剥離面には剥雜方向が直交する面が存在する。

4 は凝灰岩製のチ,ツピングトゥールである。最大長10.80m,最大幅7.5Cm,厚さ 6Cm,
(';」:4 )

重さ395g を測る。表面は深形細部調整によって整形され,右側縁及ぴ基部に原面を残す。

裏面も左側縁を中心に深形細部調整によって整形されて,右側縁に原面を多く残す。刃部は

礫の長軸にほぼ直交する横刃で,刃部の形態は凸刃タイプに属すると考えられる。

5 は硬質砂岩製のチョッパーである。最大長9.9Cm,最大幅10.5Cm,厚さ5.7Cm,重さ679g

を測る。素材となっている礫の原形はほと人ど変えておらず,素材平如面を裏面としている。

裏面から基本的には3回の極厚形細部調整によって,礫の長軸方向に直交する横刃を作りあ

げている。刃部が直線形を示すもので,直刃チ,ツパーに属すると考えられる。

6 は砂岩製のチ,・,パーである。最大長16.8Cm,最大幅9.5Cm,厚さ7.7Cm,屯さ 1,410g

を測る。素材となっている礫の原形はほと人ど変えておらず,素材平畑面を裏面とし,裏面

から数回の極厚形細部調整によって,礫の長軸方向に直交する横刃を作りあげている。刃部

が凸形を呈する凸刃チョ、,パーに属すると考えられる。

7 は安山岩製のチ,ツパーである。最大長11.9Cm,最大φ岳10.6Cm,厚さ4.2Cm,重さ630g

を測る。素材となっている肩平礫の原形をほと人ど変えておらず,安定した平畑面をもつ面

を裏面としている。表面左側縁は裏面からほぼ垂直に極厚形細部調整が施され,刃部は裏面

からの極厚形調整によって,礫の長軸方向に直交する横刃を作りあげている。刃部が丸味を

もつ凸刃チ"、,パーに属すると考えられる。

8 は砂岩製のチ,、,パーである。最大長12.1Cm,最大幅9.7Cm,厚さ3.5Cm,重さ438g を

測る。素材である礫は,節理によって剥落したものであり,その節理面を表面としている。

素材短軸断面は,二等辺三角形を呈する。表面左側縁は,裏面からの薄形細部調整が施され,

礫の長軸方向と平行する縦刃を作りあげている。刃部は直線形を示すことから,直刃チ",,

パーに属すると考えられる。

9 は安山岩製の剥片である。最大長Ⅱ.3Cm,最大幅14.3Cm,厚さ2.8Cmを測る。剥片の形

状は扇状を呈し,原面打面を有する。

(註3) 3枚以上からの剥雜面からなる打面である(赤澤威小田静夫山中郎 1980)

信主4)素材を整形する目的をもち,そのために,その輪郭が大幅に変わる例が多い。ただ,調整痕

の範囲は,素材の幅の2分の1に及ぶもの(赤澤威小田静夫山中郎 198の

-18-



5.

・遺構について

前述のように当遺跡では,住居跡4棟,土城5基, V字形溝状遺構4基及び柱穴群が検出

された。これらの遺構は 1例を除いて,重複閧係をもたないで検出されている。また遺物の

出士も非常に少ない。

住居跡は,いずれも共通の規画性をもっている。壁が硫認されていないこと,柱穴が他の

竪穴住居跡例と比較した場合,非常に細いこと等を考え合わせたとき,はたして竪穴住居跡

であったかどうかは疑問である。住居跡の時期は,第3号住居跡ピット3出士の士器から考

えると,縄文後~晩期の時期と思われる。県内で後~晩期の住居跡の検出例は少なく,泉龍

寺遺跡仲村他 1963),延命寺遺跡仲村他 1969),藤橋遺跡(駒形 197フ)等にあるが,本

遺跡のそれとは,形態的に異る。また遺物の出土もほと人どないことから,一般居住地にお

ける住居跡であったかは,検討を要する。また,一般居住地でなかったとすれば,他に根拠

地を持ち,本遺跡は,別な目的に使用されたことになる。この住居跡群と同時期か,それに

近いと思われるのが,第1号士塘である。

V字形溝状遺構は,4基とも,地形の傾斜に平行し, N -28 ~ 78゜- Eの問に存在し

てぃた。このV字形溝状遺構は,トラップ状遺構として分類(今村 1973,宮沢 1976)され

てぃるなかに類例を求めることができる。今村の分類ではE型,宮沢の分類では 1型にそれ

ぞれあたるものと考えられる。県内では,岩野原遺跡働形他 1981)に形状の類似するも

のが7基ある。県外では,岩手県湯沢遺跡(縄文中期末~後期初頭)儁橋他 1978),同高柳遺

跡(縄文時代中期~後期初,動(菊地 1979)等の東北及ぴ北海道に広く分布している。 V字形

溝状遺構を含めたこれらトラップ状ピットと呼ばれている土墳は,丘陵尾根,台地の縁辺部

に群をなして分布してぃること(単独の場合もある),ほと人ど集落跡とは別に存在すること,

覆士中には遺物が皆無に等しいことなどが共通項としてあげられる。また機能としては狩猟

施設としての陥し穴であるとの考えが一般的であるが,県内では,まだ発見例が少なく,比

較検討することはできない。

縄文中期の遺構としては,土墳一基のみであるが,瓜ケ沢遺跡周辺地域は,先学諸氏によ

り,数多くの遺跡にっいて詳細な表面採集が行われており,それらの採集資料を基本として,

縄文中期の遺跡を概観してみたい。採集資料を実見すると,生業活動に直接かかわるものと,

そうでないものが存在することに気づく。前者は,石鎌,石斧,石錐等であり,後者は,石
(,上 1 )

棒,土隅,岩板等である。これらを仮に,前者のような遺物群をA群,後者をB群とする。

このB群の有無をもって遺跡を2大別してみると,第1図に示した魚野川流域には6フケ所の

遺跡が存在するが,そのうちB群が出土している遺跡は14ケ所で,魚野川及びその支流であ

ま と め
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る破間川,羽根川,佐梨川等に面した段丘上に存在していることがわかる。これらB群を出

土する遺跡は,広範囲から,量的にも多くの遺物を採集できる場合が多い。したがって,他
(,12 )

の遺跡と比べた時, r大きな遺跡」という口葉で形容できるであろう。これら大きな遺跡は,

いわゆる本拠地としての居住区域と考えられ,また他の遺跡は,彼らの広域生活圏としての

テリトリー内における狩猟の場・採集の場,石器・士器等の原材料採取の場,または移動の

際の一時的居住地といった形で残されたものと考えられる。このようなことから瓜ケ沢遺跡

に残された遺構,つまり,縄文中期では,士壊一基のみで,住居跡はなく, B群の遺物も検

出されなかったことからその性格は明確でないものの,本拠地としての居住地に対して,有
イ,上 3 )

機的に関連していた遺跡であったと関係づけることができるものと老えられる。また,この

ことは,他の遺構にっいても言うことができ,ーつの台地でも,利用のされ方が異り,また

変化していったことが想定できる。

・遺物について

第2号土壊出士の土器は,半戡竹管文,三角形沈刻文,沈線文,縄文,突起の組み合せに

よって文様を構成している。この中で特徴的なものが蓮華文で,口縁部文様帯の中に

三角形沈刻文の位置によって3つのバラエティを認めることができる。 A類一上部のみ三角

形沈刻文による蓮華文, B類一上下交互の三角形沈刻により鋸歯状になる蓮華文, C類一上

下の三角形沈刻により亀甲状になる蓮華文で中央に刺突が施されるものの三種である。蓮華

文の分類及ぴ変遷にっいては,県立三条商業高校社会科クラブ考古班が行ってぃる(一商考

古班 1974)。これによれぱ蓮華文は施文技法によってX ・ Y ・ Zのグループに分類されてぃ

る。本士器の蓮華文A~C類は,すべてXグループにあたる。 A類は県内各遺跡で出士が知

られる。 B類は安田町中道遺跡第2類(川上他 198の,巻町松郷屋遺跡下層式第2類(上原

1956), C類は津南町上野遺跡第 2類B (江坂他 1962)にあり,また C類で無文のものが

吉野屋遺跡第7類A (一商考古班 1974)にあるが,1個の土器で3種の技法を用いてぃるの

は少ない。本士器は,「沈刻でなく竹管文の施文による蓮華文」をもっ千石原Ⅱ式よりもー

段階古く,「三角形沈刻文の施文による蓮華文」をもっ千石原1,古屋敷A段階にあたる。

そして,この千石原1・古屋數A段階の中でも,本士器は部分的ではあるが,三角形沈刻

文による鋸歯文,口縁部から垂下する逆勾玉状の突起といったより古い様相を残してぃる。

先士器時代の資料は,表採・根切り溝中出士・単独出士であって,まったく共伴関係の事

実を知ることはできない。また,先土器時代遺物包含層の追求試掘によっても,炭化粒,礫

の集中,散在はまったく認められなかった。出士量が少ないことや,検出状況から,時期細

別は不詳である。その中でナイフ形石器は,形態・製作技術から,第Ⅱb亜文化期に大枠位

置付けられると考えられる。またチョッピングトゥール,チョッパーが,これら第Ⅱ b亜文
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化期に存在するか否かについては判断できない。その中でも,チ,・,ピングトゥール(第13

図 4),チョッパー(第131川 5 ・田については,形態的にしっかりしていることから,第

1文化期に属する可能性もある。

以上のように瓜ケ沢遺跡は,遺物・遺構とも散発的な在り方を示し,一般居住地としての

形態を持ち合わせていない。表面採集ではほとんど採集できなかったものの,このように,

小遺跡の在り方に少しでもせまり得たことは,貴重と言える。縄文遺跡の多い当地域では,

今後このような遺跡を追求することにより,より縄文文化に踏み込人でいけるのではないか

と考えている。

信主1)『ビンフォードが指摘する「文化システムを構成するサプシステムとしてのテクノミック・

社会技術・思想技術」(Lewis. R. Binford.1962)』を井川史子が紹介している(井川史十

1976)。この概念によれぱ, A群はテクノミ・,ク・ B群は思想技術の範畔"こ含まれる。また,

小林達雄が遺跡のあり方を類型化するためにもちいた共通性の抽象化概念に含まれる(小

林 1973)。これによれぱA群はA~ Eパターンに存在し, B群はAパターンのみに含まれる。

信主2)小林達雄の遺跡のあり力の類型化によるとAパターンに属する(小林 1973)

信主3) rセトルメント・パターンの組み合わせ形態は,単なるセトルメント・パターンの集合では

なくそこに占拠する集団の狩猟・採集活動をはじめとした社会全般に対する構造体として,

理解されねばならない。」と指摘し,集団の行動様式から社会構造までを反映する概念を小

林達雄は提示している(小林 1973)。またこれ以前にこの理念上の概念を,渡辺イーは現実

の社会集団であるアイヌ民族の生業活動謝査を通じて, KOTANの分布と生態ゾーンの研究

として発表している(渡辺 1964)。
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の 塚



1.調査概要(第14 ・ 15 ・ 16図,図版12 ・ 13 ・14)

本塚は新潟県北魚沼郡堀之内町大字根小屋3069-1番地に所在する。同所は標高約125m,

魚野川との比高約30mの,瓜ケ沢遺跡と権現平遺跡とに挟まれた細尾根の先端に位置する。

発見の契機となったのは,昭和55年度の権現平・瓜ケ沢遺跡の発掘調査の際に,両遺跡に挟

まれた細尾根の一部がくぴれており,堀切りと考えられたことによるしかし,このくびれ

を挟む 1段目と 2段目の平坦部(第15図)はかつて畑で,くぴれはその畑境溝であり,堀切

りではないことが判明した。一方,雑木の伐採により,この尾根の先端には,高速道路法線

に東半分がかかる,方形プランの塚が存在することが判明した。なお「滝沢の塚」という名

称は,位置する尾根に呼称がないため,南側の沢名「滝の沢」をとり命名したものである。

なお,発掘面積は200可である。調査体制は「瓜ケ沢遺跡」を参照されたい。

A 調査方法

昭和55年度の調査では,尾根全体の地形測量と法線内・塚東半部中央の東西トレンチ(E

0ライン・第16図)の試掘を行った。その結果「本塚が削り出しで築造されている」という

結論を得た。翌56年度には,法線外も含む,塚全体の調査を行った。当初「削り出し」との

結論を踏まえ, E-0 ラインにほほ直交し,塚を南北に半割するA-Bラインを基線として,

2分割による調査を進めた。しかし途中で「西半部を中心に盛土されている」ことが判明し

たため,0 - F ラインを設定し,4分割する方法に変更し,さらにC-Dラインを設定した

(第16図)。

10oom

B日誌抄

昭和55年度 11月4日~20日

Ⅱ月4日堀切りと覚しき尾根の

くびれを発見する。

11月6 ・ 8 ・ 10~12日山城に係

る遺構とも考えられるため,尾根全

体の地形測量と法線内の雑木伐採を

行い,尾根先端に本塚を発見する。

Ⅱ月17日塚全体を露呈させるた

めに,士地所有者渡部好夫氏の丁解

を得て,法線外の塚西半部を含む尾

根先の雑木伐採する。

11月18・19日本塚東半部の東西

トレンチとほかに尾根の1段目・2

段目の平坦部とその問のくぴれ部に

も試掘を行い,断面を実測する。そ

ん

4

0

ノ

（国土地理院 「小出」「小平尾」1:25,000原図 昭和51年発行）



の結果，本塚は削り 出して築造されていること， 山城

に係る遺構は存在しないことを確認する。

11月20日 塚平面を実測し (1/40), 55年度の調査

を終了する。

昭和56年度 6月1日-7月 1B 

6月1日-5日 発掘調査準備のため．調査担当者

が現地入りし. 1 Bに本塚法線外部分土地所有者渡部

氏に発掘調査の承諾を得る。 4日には雑木の伐採を行

。
、つ

6月8日 発掘調杏開始（瓜ヶ沢遺跡）。

6月12日 昨年度の平面図に補足実測し，また A-

Bラインを設定する（第16図）。

6月16・17・19・23・24日 A-Bの東半部の表土

を剥ぎ，引き続き西半部の表土剥ぎを行う。 A-B断

面の写真撮影及び実測をする。雨天の中，雑木の根が

多く，作業は難行する。本塚が単なる方形の塚ではな

く，各辺に張り出しをもつこと， また西半部を中心に

盛土されている可能性があることを確認する。

6月25-30日 築造時の原形と推定される状態での

写真撮影及び実測を行う。次に盛土部分確認のため，

新規に 0-F・C-Dラインを設定し，盛土の発掘を

行う。 C-D•O-F 断面の写真撮影 ・ 実測及びA

B断面の補足実測をする。完掘状況の写真撮影を行う。

7月1B 完掘状況を実測し， A-Bに沿って現面

を30cm掘り下げ，現面が基盤であることを確認し，発

掘作業を完了する。

2. 遺 構 （第15・16図，図版12・13・14)

本塚は細尾根の先端に単独で築造されたもの

である。当初単なる方形プランの塚に見えたが，

発掘調査により，その各辺中央に張り出しの付

くことが判明した。

本塚の形状は，平面は正方形で， その各辺が

ほぼ方位に一致する (N- 18°-W)。底面では

南北9.6m・ 東西10m,上面では南北7.5m・ 東

西7.8mを測る。断面は台形を呈し，高さ 2.2m 第15図 滝沢の塚現況図
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である。上面には南・北2辺に平行して,高さ0.1~0.2mの低い段がある。さらに上面中央

には楕円形プランの盛り上がりがあり,長径3 m ●動呈2.4m ・高さ約0.2mを測る。各4辺

中央の張り出しのうち,北・西・南3辺のものは滑り台状になだらかに傾斜しており,東辺

のものは士橋状に東へのびて尾根に連なっている。南・北2辺の張り出しはともに幅2mで

対をな t,ている。東・西2辺の張り出しは,互いに形状は異なるが,幅は東辺のもの 3 m,

西辺のもの3.2mで,ほほ同の幅であり,やはり対をなすものであろう。

この塚は,基本的には細尾根の先端側面を削って形成したもので,その一連の作業として,

西半部を中心に盛士がなされている。にれは,尾根が西側へ傾斜しており,塚頂部に平らな面を

つくるには,塚頂部を削るより,側面を削って出た士で盛士をした方が手軽なため,2つの方法を併用

したのであろう。)盛士は,砂質の基盤上に盛土Ⅱ;暗褐色士傭植士),盛士1;暗黄褐色砂(地

山に腐植士が混じった土)を順次積人でいる。ただし南西部は基盤が大きく崩壊してぃるため

に,特に盛士が厚くなり,盛土Ⅲ;粘質黄褐色士を局部的に積人でいる。盛士Ⅱは,ところ

によっては塚築造前の表士の可能性も老えられるが,その下に盛士1・Ⅱが盛られてぃると

ころもあり,盛土とした。

本塚ι、は内部施設は認、められないが,塚上面で,落ち込み3基が検出されている。これら

は近年の焚き火跡及ぴ抜根跡と判断し,第17図の平面図から除外した。以下にその概略を述

べる。焚き火跡はC-D断面にみえているもので,地表面で確認、され,下層より,暗褐色士

と炭化士.の混り士,次に炭化士が堆積し,この2層はともにしまりがない。抜根跡は 2ケ所

あり,そのうちの 1ケ所はA-B断面に見えているもので,表土下で確認、されたが,不定形

プランで,しまりのない黄褐色砂に根毛が多く混入した腐植士が堆積していた。もう 1ケ所

は南西部角付近の地表の窪みで確認したもので,不定形プランで,表士が堆積してぃた。

3.

出士遺物は近世陶器片1点,剥片石器1点の2点のみである。第17図1は壺の類で,塚上

面西側の表士中から出士した。削り出し高台で,体外面・高台内面には淡青白色の釉が施さ

れ,体内面にも釉の流がある。この陶器は本塚にともなう可能性もある。 2ι斯流紋岩製の剥

片石器で,塚上面表士中より出士した。裏面右側縁には二次剥離が施され,折断面には2面

の剥離面が認められる。

遺 物佛17剛

4.

塚が宗教・信仰と深く係っているのは周知のことであるが,その機能は大きく埋納と奉載

の2つに分けられる。埋納機能とは墓・経塚などにみられる「ものを埋め納める」機能,奉

載機能とは十=塚・庚申塚・修法壇などにみられる「抽象的対象を具現もしくは奉載する」

ま と め
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機能である。ほかに一里塚・藩堺塚と呼ばれる宗教・信仰とは全く関係がなく,政治的・行

政的な意図で築かれた異質な塚もある(金子他 1974,波田野 1980の。

今回調査の対象となった滝沢の塚の機能について検討してみたい。この塚の形状的な特徴

としては,①正方形プランの塚,②その上面中央の盛り上がり,③各4辺中央の張り

出し,④内部施設をもたないことがあげられる。方形プランの塚は「川治百塚第6号塚」

(金子他 1974)で5種に分類されている。その中で,本塚は内部施設をもたないことから,

A型「密教の修法壇」あるいはB型「(塚=仏)の関係にある塚」に対比される。また上面中

央の盛り上がりは三島郡寺泊町桐原石部神社御廟所(波田野他 1980b)の塚にもみられる。

御廟所の塚の盛り上がりには,発掘調査時まで,石祠が奉載されていた。この塚と滝沢の塚

を比較した場合,滝沢の塚の盛り上がりも奉載施設と考えられる。さらに,地元には「行者

を埋めた」との言い伝えがあるが,内部施設はなく,埋納機能をもたないことは明白である。

以上のことから,本塚は奉載機能をもっもので,この塚を土壇として,盛り上か'り付近に信

仰対象物を安置し,奉ったとして問題ないであろう。そして,各4辺の張り出しは,この土

壇への参道と推測される。さらに東・西2辺の張り出しは幅約3m,南・北2辺のものは幅

2mと,違いがあることから,表参道と脇道の区別のあったこともうかがえる。
イ,1.)

この塚上に奉られていたものにっいては,史料1・2によって知ることができる。この2

つの史料にはともに旧根小屋村の北,瓜ケ沢の続きの滝沢口あるいは滝沢と称する峰先に,

神明宮の石祠・湯殿山の石塔・月山の石塔の三社があり,これらは修験者によって管理され

てぃたことが書かれている。「滝沢口あるいは滝沢」

という呼称は現存しない。しかし,現在根小屋地内を

見回したところ,瓜ケ沢の平の隣であること,南側の＼_

沢が滝の沢であることから「滝沢口あるいは滝沢と称
i-ー"

する峰先」は本塚の位置以外には考えられない。さらノ

に史料1 「壱籬(ひとまがき)之士壇」の土壇とは本1

塚を直接指している。このことから,上記の3社(神
ー^鼎h膨'、

明宮・湯殿山・月山が滝沢の塚に奉られていたと判断

滝沢の塚の築造年代は明確ではない。 3社のうち,

神明宮を地方に勧請する風は中世末期の戦乱の頃生じ

たもの御1田 1951)であり,出羽三山信仰のうち,

史料1は徳川氏領会津藩小出島陣屋代官所への(三主)

提出書類の写し。史料2は柏崎県小千谷出張所

への提出書類の写し。

..

^^

0.,, 0

、0

2
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湯殿山信仰が南魚沼地方などで広く信じられるようになったのは近世中・末期以後と考えら

れている(早川他 1981)。今回の調査では,この土壇に元来3社が奉られていたのか,ある

いは神明宮が奉られていた士壇上に,後に月山・湯殿山をも併せて奉ったものか定かではな

い。そうではあるが,史料1 は嘉永4年 a851)に書かれており,19世紀中頃にはこの士壇

上に3社が奉られていたことは間違いない。そして,この塚が奉載機能をもって存続した期

間であるが,調査員滝沢が士地の古老から「大正初期まではここに祠を奉っていたが,当時の

士地所有者がこれを廃棄し,士地を転売した。」という話を20~30年前に伝え聞いている。

この「転売した」ことは士地謄本で証明されており, r祠を廃棄した」ことも事実と考えら

れ,この塚が大正初期までは奉載機能をもつ士壇であったことがわかる。

滝沢の塚の南西方向には,修験道の霊山八海山も望見でき,この地は信仰の場として良好

な位置と思われる。近年まで奉載機能をもっ士壇の役目をはたしていたことから,近年の焚

火跡や近世陶器もそれぞれ祭祀の上で役割をもっていた可能性が考えられる。

参考文献

金子拓男・戸根与八郎 1974 『北越北線埋蔵文化財発掘調査報告書』埋蔵文化財緊急調査報告
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早川徹 1981 「第章南魚沼修験の歴史と仏承『修験者と地域社会一新潟県南負、沼の修
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七 久 保 跡



1. 遺跡の所在地

七久保遺跡は,南負、沼郡大和町大字大崎字七久保1388番地他に所在し,魚野川の支流であ

る水無川およぴ田川が構成する複合厨状地の南端,標高約140mのところじt地してぃる

2.

昭和52年8月,県教育委員会が実施した南魚沼郡遺跡詳細分布胴査の際,従前から平安時

代の稀薄な遺物散布地として知られていた七久保佃称湯崎)遺跡に隣接して,縄文時代

および平安時代の遺物包含地を新たに確。忍したこの遺跡を坊谷山下遺跡(仮称)としてム

帳に登録したが,昭和54年4月,関越自動車道建,斐にかかる遺鉚分布凋査において,前。この

七久保遺跡とともに法線敷にかかることが判明したなおこの2遺跡は隣接し,範囲も重な

る可能性があったため,連の遺跡として括し「七久保遺跡」として取り扱うことにし,

この'を日本道路公団へ通知した同年H月,日本道路公団から昭和55年度埋蔵文化財>発

掘凋査についての協議が上げられ,県教育委員会では道路建設以前に発掘。周査を実施するこ

ととした

昭和55年,日本道路公団により遺跡の大部分の範囲について工卓が着工され,掘削もほぼ

完 しているという通報を得,県教育委員会では全心、現地を確,忍した後,公団に★、1し厳重じ

注意を行ったまた本遺跡の取り扱いについては,掘削されなかった遺跡の縁辺部と推定さ

れる範囲について,発掘飼査を{施する、ととした昭和56年3月,日本道路公団による呆

道迂回工事およぴ農業用送水パイフの付け替え埋設工事に伴い,2mの積苧を排して確,忍飼

査を実施したしかし,遺構およぴ遺物包含層は,忍められず,また扇状地南端の崖線付近を

除いた扇端部で,過去の農業基盤整備事業による大規模な土砂の移動のあることを確,忍した

昭和56年6月,以上の経過から,扇端部においては大規模な士砂の移動はあるものの,南端

の崖線付近では遺物包含層が残存する可能性があると判断して発掘調査に着手した。

洞査に至る経緯
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3.調査体制

県教育委員会は日本道路公団から委託を受け,昭和56年6月1日~7月25日の間,下記の

体制をもって発掘調査を実施することとした。

健二新潟県教育委員会(教育長久間調査主体

新潟県教育庁文化行政課長総括

課長補佐管理

庶務

指導

調査担当

調査員

南義昌

石山欣弥0

近藤信夫参事冨0

係長金子拓男ウ

藤巻正信学芸員0

斉藤基生ウ0

嘱託佐藤雅一00

高志品田000

細矢菊治新潟県文化財保護指導委員0

なお下記の方々に御協力をいただいた。ここに記して感謝の意を表するものである。

大和町教育委員会,日本道路公団,海士島新田,今町新田,鰕島,柳古新田の各地

区およぴ百歳会の有志

4.調査の方法佛19図参岡

昭和56年3月の確認調査の結果を踏まえ,調査地域は最南端の農道を基準にして南をA,

北をB地区とした。さらに一部工事区域が,西側崖線付近におよぶことが判明したため,そ

の地域をC地区とした。遺構,遺物残存の可能性が推定される崖線寄りのA, C地区は作業

員による発掘,土砂の移動がはっきりしているB地区は重機による発掘を行った。途中でA

地区も土砂の移動を受けていることが判明したため,重機による発掘に切替えた。 A, B地

区は10×10mのグリッドを設定し, C地区は任意にトレンチを設けた。

5.調査の経過信周査日誌抄)

発掘調査は当初19,450河を対象としたが,側道部分拡張により最終的に21,950rげとなり,

うち7,103ゞを調査した。期間は 6月1日~ 7月25日を予定したが,調査の結果遺構,遺物

包含層が存在しないため,6月13日で謝査を打ち切りとした。

6月1日新潟から器材搬入,設定しておいたプレハブに収納する。日本道路公ほ1担当者,

大和町教育委員会社会教育課長来跡,最後の打合わせの後大和町教育委員会へ挨拶を行う。

6月2日作業員に発掘調査の目的,要領を説明し,安令衛牛教育を行う。その後,全面

1
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の遺物表面採集を試みたが採集されなかった。A地区は作業 B地Xは,

バックホーによる表士除去を開始する A地区では暗褐色士と粘性黄色士

ブロックの平均層厚60伽の混合層,以下基盤が確認されたのみで,遺構,

遺物包含層は検出されなかったまた基盤確,忍面に重機のキャタヒフ痕を

検出した以上から,"。亥地域は基盤上面まで大規模な土砂の移動を戸け

たことが判明した

6月3e A地区で倒木痕検出,覆士中からビニール片が出士した当

,亥地域は昔杉林であったというが,農地整備で立木が倒され六のであろう

6月4e B地区はA~D トレンチまで表士除去完了

土砂の移動を受けたことが明白になった

が知られたため,この部分も詞査範囲と

6月8日

第20図

其本士層柱状X

確,忍飼査時の観察どうり大規模な

なお崖線に沿って側道部分の改良工事を行うこと

し新たに F, G トレンチを,斐定した

これまでA~G-2~Ⅱ区を試掘したが,遺構・遺物包含層は検出されなかっ

オ'遺跡てあることに疑問を持ちながらも,未発掘地に遺構の存在する可ず性もあることか

ら,遺構の有無確認を目的として全面排士を実施することとしたこの作業は時間節約のた

め重機を使用しオ、方, F, G トレンチに着手する Fトレンチ周辺は農地整備等による

撹乱を受けておらず,良好な遺物包含層が期待できるものと思われ

6月9日~12日凋査<域を精査した結果,倒木痕数其を確,忍しこほか遺構・遺物は皆無

であった 10日で調査を打切り,その後図面整理,写真整理,写真撮影を行、,器材を搬出,

し終了した

2

6.

本遺跡は過去の農業基盤整備事業により,大規模な士砂の移動を受けている。このため発

掘凋査における遺物の検出は皆無であったそのオ、め,以則表面採集烱査で得られメ・資料を

紹介することとした

縄文時代

石器 1は最大長12.ocm,最大幅4.5Cm,最厚2.1Cm,重厘140g の打製石斧である。粘板

岩の偏平礫を原材としており,表裏両面に多くの原面が残る 2 は取大長Ⅱ.5師,最大幅

5.ocm,最厚2.1Cm,重量113g の打製石斧である粘板岩の偏平礫を原材として,粗雑な洞

整剥離によって形を整えている。

士器 3は胴部破片で,隆起線による渦巻文が施文されている胎士に白色粗粒砂を含み,

明褐色をする 4は胴部破片で, LRの縄文を施文した後,幅0.7Cmの竹処文が横方向r

施文されている 5も胴部で,胎士に白色粗粒砂を含み,明褐色をする

遺 物(第21幻



H

襲偲76 4でずやて>1,'ヤ1、」1,、.

・.」:゛、毛、.'ι.'メ:、

、.^文」.、,:1 全ι:二宝:{",、,',、コー

.^

.

,、

'亀

j、鬮

^

支

コ

〆イ真、
t

^

.

シ

一

冴考1 頑'

/

1、

貳
ノ

11瓢、i,, 瓢,

r

1

、
、
＼
.
、

三

一
、

ず

1

1

ー
.
畜

'/
ー
,



平安時代の遺物

土師器 6~8は杯の底部破片である。いずれも明るい褐色を呈し,胎士に細粒ないし粗

粒砂の混入をみる。 6,7 は糸切り痕を有するか'8の切り離し法は不明である。底部からの

立上がり角度は 6,8 か56度,7 か'58度である。底径は 6 が7.8Cm,7 が8.1Cm,8 が5.2Cm

と推定される。 9は甕の口縁部破片である。胎士に雲母片を含み,褐色を呈する。口縁はゆ

るく開き直立し,端部が丸味をもって突出する。口径は推定15.4Cmを測る。10は鉢の口縁部

破片である。胎士に白色砂を含み,暗褐色を呈する。口縁はゆるく内反し,端部は平坦であ

る。口径は推定19Cmである。

須恵器Ⅱは杯の口縁部破片である。胎土に細粒砂を含み,口径は推定13Cmである。12は

蓋の破片である。胎士に白色砂を多く含み,口径は推定14.6Cmを測る。13は長頸壺の頸部破

片である。胎土に白色砂を含む。頸部径は推定6.8Cmである。 14・15は甕の胴部破片である。

14の外面は平行敲き目,内面は円形のくぼみと刷目状の調整痕を認めることができる。15は

外面が格子目,内面が同心円状の敲き目によって調整されている。

フ.

本遺跡は昭和56年3月に踏査した折,遺物が表面採集された。それに基づき試掘調査を実

施したが,試掘調査の成果は道路公団の工事工程の関係で,充分に検討されないまま本調査

に入らざるを得なかった。本調査では遺構・遺物が検出されなかった。そのため調査期問は

当初予定のν4で終了した。遺構・遺物が本調査において検出されなかった事由としては以

下のことが考えられる。

1 遺跡の規模が小さく,今回の調査地域までは広がっていなかった。

2 遺跡は調査地域内に存在したが,昭和55年の道路公団による工事で壊滅した。

3 遺跡は調査地域内に存在せず,周辺に立地する遺跡から農業基盤整備事業の際に遺物

が調査地域内に運ぴ込まれた。

以上三点の事由を挙げたがこのうちーつの事由によるものか,複数の事由によるものかは

判然としない。今回の調査では工事施工前における確認調査と調査結果を検討する時間的余

裕をもっことができたならば,より調査範囲を限定して実効のある調査が可能であったと思

うのである。

ま と め
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1.調査に至る経過

昭和53年Ⅱ月に日本道路公団から新潟県教育委員会へ,関越自動車道建設に伴い小出工事

事務所管内における士取場候補地にっいて埋蔵文化財分布調査の依頼があった。これを受け

て新潟県教育委員会は同年12月に同候補地である南魚沼郡大和町大字大崎字堂平周辺の分布

調査を実施した。その結果,同候補地の丘陵には苗場山城跡が存在し,士取り対象地域内に

は濠一基が存在することが判明した。新潟県教育委員会はこの結果をもとに道路公団と協議

を重ね,士取り部分にかかる濠一基を発掘調査することとした。発掘調査は昭和56年度に実

施されることとなった。

2.発掘調査の経過

発掘調査は新潟県教育委員会が調査主体となり,大和町教育委員会およぴ地元の協力を得

て昭和56年6月15日~ 6月19日までの 5日問にわたって実施された。

調査日誌抄

6月16日空濠の調査にかかる。濠部分は土砂よりも木根や礫が多く予想以上に発掘に手

間どる。セクシ,ンベルトとして尾根線に沿う南北方向を残す。

6月18日昨日から作業員が入ったため,調査を二つのグループに分けることとした。

つは空濠部の図面作製,他のーつは山城全測図作製のための下刈り作業と遺構確認、を実施す

る。

6月19日調査期問のうち半分が雨天であったが空濠部の調査を終了する。

3.調査の構成

体新潟県教育委員会(教育長久問健二)

括南義昌(新潟県教育庁文化行政課長)

課長補佐)石山欣弥( 0

埋蔵文化財係長)金子拓男( 0

文化財主事)調査担当者中島栄一( 0

調査員品田 嘱託)高志 0

細矢菊治(新潟県文化財保護指導委員)

務近藤信夫(新潟県教育庁文化行政課副参事庶務係長)

主事)獅子山隆( 0

力大和町教育委員会株式会社福田組

調査の経緯
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魚野川は三国山脈を水源とし,南負、沼郡・北負、沼郡を貫流し,北魚沼郡川口町で信濃川に

合流する延長約65kmの一級河川である。地形上,魚野川の左岸と右岸とでは相違がみられる。

即ち,右岸地域は越後三山をはじめとする1,ooom以上の山々が連なり,いわゆる越後山脈

を形成している。これに対して右岸は50om前後が大部分で丘陵状の山地となっている。こ

のため,左岸は小河川が多く,右岸は河川数は少ないが流路は左岸に比べ長くなっている。

また扇状地が典型的に発達している地域でもある。

越後三山のーつである八海山(1,フ75m)は信仰の対象とされる霊峰である。八海山から西

へ伸びる支丘に猿倉山(668m)があり,末端部は蝿牛の触角のように沖積面へ突出している。

この触角状の尾根先端西側部分が,関越高速自動車道の士取り対象地域となった。当該地域

には苗場山城の外部施設である空濠が存在しており,今回の調査対象とされたのである。

苗場山城は南北に伸ぴる尾根筋を利用して構築されており,尾根の東側,西側とも急、斜面

となっている。本城とみられる六万騎城は南へ約 lkmの位置に,北東2kmには大崎城がそれ

ぞれ所在する。また苗場山城からは北方向180度を眺望でき,西側の麓には水尾村落が在り,

魚野川に50omと最も近接する地点でもある。

この周辺は先述したように扇状地が発達しているが,扇頂部の山裾部分には館や板碑の所

在する古い集落が,扇央部は近世以降に開拓されたと思われる新田集落がみられる。山城は

丘陵・山地の縁辺部に所在している。

地理的環境(第22・23図)

Ⅱ遺跡の環境

2.

魚沼盆地は越後と関東を結ぶ要路である三国越え・清水越えの重要な地域であった。その

中核的位置を坂戸城が占めた。従って関東への道で魚沼盆地を通過するコースは全て坂戸城

から眼下に入った。この魚沼の谷は坂戸城を中心に盆地の北端で狭艦化する地点に下倉城を

配し,右岸には北から板木城,湯谷城,六万騎城,野際城,清水城,柄沢城,木六城と続く。

一方左岸は浦佐城,櫛山城,野田城,君帰城,樺野沢城と続き,盆地内の関東街道要路は厳

しい監視下にあったと言える。

魚沼地域は城氏が没落すると新田一族が支配を強め,南北朝時代の興亡を通して北朝方の

上杉氏が優勢となり,越後国守護職の地位を得るようになる。その後,いわゆる戦国時代へ

突入し,下剋上の様相か'この越後にも現出した。即ち,守護職上杉氏と守護代長尾氏との抗

争がみられた。魚沼では守護代の長尾為景の・族である長尾房長が坂戸城主として大きな勢

歴史的環境
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力を誇っていた。永正の乱(1507)では長尾為景は長尾房長の援助もあって,守護職である

上杉房能を東頸城郡松之山で自害させ,関東管領上杉顕定を六日町の長森原で討ち取り,守

護代長尾為景の実質的な越後支配へと踏み出していった。その後上田の合戦,享禄・天文の

乱を経て長尾為景の越後支配が確立していくのである。

長森原の戦いは,六万騎城直下で繰り広げられ,当然,六万騎城の支城的機能を帯ぴてい

た苗場山城は,この戦いで重要な役割りを果したものと思われるが,文献等には苗場山城の

動向は触れられていない。六万騎城は苗場山城と同じく猿倉山,堂平山から延びる一支脈で

あり,尾根伝いで苗場山城に連なっており,直線距離で約lkmである。城郭は坂戸城と同型

式で,東西50om ・南北50omの範囲に営まれ,本丸・ニノ丸・三ノ丸など20力所以上の郭か

存在する。坂戸城とは宇田沢川・三国川を挟人で対峠し,上田郷を一望できる。坂戸城北側

の支城として野際城とともに重要な備えであったと考えられる。ただ六万騎城から死角とな

る大崎方面への備えと連絡の役目を扣って苗場山城が築かれたものと思われる。

1.

空濠は南北に伸びる尾根を

切断して構築されていた。中

,L、部(1 郭)より西へ約130m

離れ,尾根が平野に没しよう

とする標高193mに位置する。

空濠の尾根幅陳西は基

底面で約50cm,尾根筋(南北)

は約2.5mの薬研堀状を呈し

ている。基盤層である岩盤を

約10cm掘り込み,尾根筋南の

高い部分から,北の低い方に

角礫を含む士砂を積み上げて

いる。構築時には尾根筋南は

基底面から1.5mの比高があ

り,北は盛り上げた士砂で士

塁状の効果をあげていたもの

空濠について(第25図・図版20)

Ⅲ調査の結果

黒色嘴食士(太土)
啼禍色土一礫等を含まない
黒褐色土一多量の角礫(拳火)を含も
峨祝色士一30~40叩の角礫を多く含む
黒褐色土一角礫(挙火)を多く含も
黄褐色に(地ⅡD
岩雛乃〒火岩

^●

^^

第25図空濠Φ)の平・断面図

1

メ" 2
/""" 3

^

2b

193 m /sea
●^

2m0
」

1
2
3
4
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と思われる。

断面の観察からすると,空濠構築時には底部の岩盤層に当っため,それ以上に掘り下げる

ことを止めたものと考えられる。しかし猿毛山が地質的には安山岩質凝灰角礫岩層であり,

径2 ~3 mを越える大岩を含むことから,基盤層と考えている面か'この大岩である可能性も

考えられる。

2.

1郭は苗場山城の中心郭をなすもので,平面は台形を呈し,東西8m,南北28m,面積約

168ゞ,標高は224mである。周辺では最も高く,「苗場山」の祠があり,このことから苗場

山城と称するようになった。 1郭から東仰ル m下に平面が三角形を呈したⅡ郭があり,東西

3 m,南北19m,面積57金である。Ⅱ郭の南側に接して, A空濠が存在し,幅1.5mでⅡ郭

との比高は2.5mである。Ⅲ郭は 1・Ⅱ郭の東側を帯状に半周する郭で東西4 m,南北如m,

面積80面で標高は219mである。Ⅲ郭の北にB空濠が存在し,幅2 m,1郭との比高は4.5m

である。Ⅳ郭は1郭から西へ伸びる尾根筋上13mの地点で,尾根を削平している。平面は半

円形を呈し東西4 m,南北8m,面積25ゞで標高は217mである。Ⅳ郭から西の尾根筋は急

斜面となり,3m以上の落差を持つC空濠となっている。西への尾根道はC空濠とⅣ郭が最

終防御拠点となったと思われる。 C空濠から西へH5mで今回の調査対象となったD空濠が

存在し,西の最前線となっている。

一方,南へはⅡ郭から45mでV郭となる。 V郭は面積約16nf,標高215mであり,その直

下にはⅥ郭が存在する。Ⅵ郭は面積約5n゛でV郭との比高差は 2mである。Ⅵ郭から東へ65m

でE空濠が在り,尾根道を切断している。

以上のように苗場山城は小規模なか'ら,南北に伸ぴる尾根に郭や空濠を巧みに配した中世

山城の典型を示すものと思える。

苗場山城について(第24図)
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爪ヶ沢遺跡 図版 1
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遺跡遠景

辿跡近景



図版2

遺構完掘状況
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先土器時代逍物包含陪試掘状況



図版3

1号住居跡完掘状況

2号住居跡及び第 2-4号V字形溝状逍構完掘状況



3号住居跡完掘状況

4号住居跡完掘状況



（上）1号土樅断fili (下）節 1号V字形滞状遺構断面



図版6

第 2号土堀断面
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（上）第 4号V字形溝状逍構完掘状況 （下）第4号V字形溝状辿構断面i
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図版 9
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図版12 滝沢の塚

発掘前遠娯 （瓜ヶ沢遺跡から：
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束側土橋状張り出し部
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七久保遺跡 図版15

遺跡遠景（東から）

遺跡近景（北から）



図版16

発掘スナップ

キャタピラ痕検出スナップ



• 6
 

8
 

10 

一

~ 璽

図版17

,
4
r
.
 

，
 

・ヽ

●

、

．ヽ

亀．

｀`
4

．ん'・

f
‘
&,
 

..ff 
{

O

、

.

．．
． ー

、
△
ヽ
•

洟
~
[
、
9切
’
‘
し
覚
し
．
ヽ
ノ

•
I
"

．t

、
/
｀

,．． 

．` 
．` '. 

，
 

．
．
 

表面採集沢科



図版18 苗場山城跡

山城調査地点から北方を望む

苗場山城を望む



図版19

空深全製

Illの郭から調査地点を望む（↓ 印閤究地点）
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